
錘
日
本
に
捕
え
ら
れ
た
ロ
シ
ア
の
船
長
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
の
取
調
べ
の
た
め
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
松
前
に
出
張
し
た
幕
府
の
訳
官
馬
場
佐
十

誌
郎
は
、
偶
然
に
も
中
川
五
郎
治
が
シ
ベ
リ
ア
か
ら
将
来
し
た
ロ
シ
ア
語
の
種
痘
書
を
披
閲
し
て
関
心
を
持
ち
、
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
や
彼
と
一
緒
に

雑
（
１
）

鉾
捕
え
ら
れ
た
船
員
モ
ウ
ル
に
つ
い
て
ロ
シ
ア
語
を
習
い
な
が
ら
、
こ
の
ロ
シ
ア
語
の
種
痘
書
を
翻
訳
し
た
。
「
遁
花
秘
訣
』
と
題
さ
れ
た
訳
槁

燕
が
完
成
し
た
の
は
文
政
三
年
（
一
八
二
○
）
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
佐
十
郎
が
二
年
後
の
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
残
し
た
た
め
刊
行
さ
れ

（
２
）

日
る
に
至
ら
ず
、
わ
ず
か
に
写
本
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

牛
痘
種
痘
に
大
い
な
る
関
心
を
寄
せ
て
い
た
三
河
の
利
光
仙
庵
は
『
遁
花
秘
訣
』
の
一
写
本
を
長
崎
で
入
手
し
た
。
仙
庵
は
こ
の
写
本
を

二
十
数
年
死
蔵
し
て
い
た
が
、
馬
場
の
訳
業
の
浬
滅
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
『
遁
花
秘
訣
」
を
『
魯
西
亜
牛
痘
全
書
』
と
改
題
し
て
嘉
永
三
年

（
３
）

二
八
五
○
）
に
上
梓
し
た
。
し
か
し
こ
の
嘉
永
版
は
現
在
わ
ず
か
数
部
し
か
そ
の
所
在
が
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
極
め
て
少
部
数
の
み
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二
八
五
○
）
に
上
梓
し
た
ｃ
し
か
‐

印
行
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
『
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
を
』

一
、
は
じ
め
に

「
魯
西
亜
牛
痘
全
耆
」
安
政
版
の
出
版
の
経
緯
に
つ
い
て

を
さ
ら
に
普
及
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
仙
庵
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
再
版
の
上
梓
を
企
画
し
た
。
す
な

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
五
巻
第
三
号

平
成
十
一
年
九
月
二
十
日
発
行松

木
明
知

平
成
十
年
八
月
十
七
日
受
付

平
成
十
一
年
五
月
二
十
四
日
受
理
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（
７
）
（
８
）

こ
の
間
の
具
体
的
な
事
情
に
つ
い
て
は
森
睦
彦
が
述
べ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
私
家
版
と
し
て
の
極
め
て
少
部
数
の
刊
行
は
別
と
し
て
、

出
版
し
て
販
売
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
書
騨
は
ま
ず
書
物
担
当
の
町
年
寄
（
安
政
年
間
に
は
館
家
）
を
経
由
し
て
、
草
稿
を
町
奉
行
所
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
問
題
に
し
て
い
る
安
政
二
年
の
町
奉
行
は
井
戸
対
馬
守
覚
弘
（
任
期
は
嘉
永
二
年
八
月
四
日
～
安
政
三
年
十
一
月
十
八

わ
ち
『
魯
西
亜
牛
痘
全
書
』
に
は
嘉
永
三
年
版
と
安
政
二
年
版
の
二
種
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、
杉
本
つ
と
む
は
嘉
水
三
年
版
を
実
見
せ

（
４
）
（
一
Ｄ
）

ず
に
そ
の
存
在
を
否
定
し
、
安
政
二
年
版
し
か
存
在
し
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。

筆
者
は
家
蔵
の
嘉
永
三
年
版
と
安
政
二
年
版
の
『
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
を
書
誌
学
的
に
改
め
て
検
討
し
、
杉
本
の
主
張
は
誤
り
で
あ
る
と

指
摘
し
、
そ
の
論
考
の
末
尾
に
「
以
上
述
べ
た
こ
と
を
総
合
す
れ
ば
、
三
河
の
利
光
仙
庵
は
長
崎
で
馬
場
佐
十
郎
の
『
遁
花
秘
訣
」
の
一
写

本
を
入
手
し
、
そ
の
灌
滅
す
る
こ
と
を
惜
し
ん
で
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
に
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
と
改
題
出
版
し
た
が
、
少
部
数
で

あ
っ
た
た
め
、
再
版
し
て
そ
の
普
及
を
強
く
懲
悪
す
る
佐
竹
藩
の
斎
藤
恭
の
要
望
を
受
け
て
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
再
版
を
上
梓
し
た
。
」

（
６
）

と
記
し
た
が
、
最
近
こ
の
間
の
事
情
を
明
確
に
示
す
極
め
て
重
要
な
史
料
を
見
い
出
し
た
。

こ
の
史
料
は
従
来
医
史
学
研
究
者
の
間
で
は
殆
ど
無
視
さ
れ
て
い
た
史
料
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
『
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
の
刊
行
年
の

議
論
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
以
下
に
詳
述
し
た
い
。

天
保
十
一
年
二

三
年
二
八
四
二
）

の
許
可
制
と
し
た
。

お
き
た
い
。

幕
末
に
お
け
る
翻
訳
書
の
出
版
事
情
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
記
し
て
お
い
た
方
が
本
論
の
理
解
に
便
利
な
の
で
少
し
言
及
し
て

二
、
幕
末
の
出
版
販
売
許
可
の
事
情
に
つ
い
て

八
四
○
）
幕
府
は
売
薬
の
看
板
に
藺
字
の
使
用
を
禁
じ
、
さ
ら
に
蘭
害
翻
訳
害
の
流
布
を
取
締
っ
た
。
二
年
後
の
天
保
十

六
月
に
は
翻
訳
書
の
出
版
を
町
奉
行
の
許
可
制
に
し
、
さ
ら
に
弘
化
二
年
二
八
四
五
）
七
月
翻
訳
書
の
出
版
を
天
文
方
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日
）
と
池
田
播
磨
守
頼
方
（
任
期
は
嘉
永
五
年
三
月
三
十
日
～
安
政
四
年
十
二
月
二
十
八
日
）
の
二
人
で
あ
っ
た
。
出
版
関
係
は
主
と
し
て
北
町
奉

行
の
井
戸
対
馬
守
が
担
当
し
て
い
た
。
北
町
奉
行
所
は
内
容
に
よ
っ
て
学
問
所
（
聖
堂
学
問
所
）
、
医
学
館
、
天
文
方
に
草
稿
を
振
り
分
け
て
送

り
、
そ
こ
で
草
稿
が
各
々
厳
重
に
審
査
を
受
け
る
。
審
査
で
問
題
が
な
け
れ
ば
草
稿
は
押
印
さ
れ
て
町
奉
行
所
か
ら
町
年
寄
を
経
由
し
て
出

版
者
に
返
却
さ
れ
、
板
木
の
彫
刻
が
開
始
さ
れ
る
。
印
刷
が
完
了
す
る
と
、
草
稿
と
印
刷
本
は
町
年
寄
を
経
由
し
て
町
奉
行
所
に
提
出
さ
れ
、

草
稿
通
り
で
あ
れ
ば
許
可
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
印
刷
本
は
納
本
さ
れ
る
。
私
家
版
の
場
合
は
草
稿
が
直
接
検
閲
先
、
例
え
ば
学
問
所
と
か
医

学
館
な
ど
に
提
出
さ
れ
、
検
閲
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

宗
田
一
は
『
日
本
医
療
文
化
史
」
の
中
で
翻
訳
に
言
及
し
て
「
な
お
、
翻
訳
者
の
出
版
許
可
は
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
七
月
か
ら
天
文

（
９
）

台
の
管
轄
と
な
っ
た
。
町
奉
行
の
許
可
の
手
を
離
れ
た
の
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
が
、
「
天
文
台
」
は
「
天
文
方
」
と
す
べ
き
で
あ
り
、
町

奉
行
の
手
を
全
く
離
れ
た
訳
で
な
く
、
そ
こ
を
経
由
し
て
天
文
方
、
さ
ら
に
は
そ
の
上
部
機
関
が
検
閲
審
査
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は

次
節
で
も
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
証
さ
れ
る
。

披
見
さ
れ
る
。

安
政
三
年
（
一

に
提
出
さ
れ
た
。

前
節
で
言
及
し
た
幕
末
の
町
年
寄
、
町
奉
行
へ
の
出
版
者
か
ら
願
出
の
経
緯
を
記
し
た
記
録
は
、
現
在
国
立
国
会
図
言
館
に
所
蔵
さ
れ
る

「
市
中
取
締
続
類
集
Ｉ
書
籍
部
Ｉ
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
安
政
三
年
二
八
五
六
）
の
条
に
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
売
弘
願
調
」
が

天
文
方
改
判
有
之
御
手
限
御
差
図
可
被
成
下
候
哉

三
、
「
市
中
取
締
続
類
集
ｌ
書
籍
部
ｌ
」
に
現
れ
た
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」

（
一
八
五
六
）
四
月
町
年
寄
の
館
市
右
衛
門
か
ら
『
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
の
出
版
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
吉
類
が
北
町
部
奉
行
所
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館
市
右
衛
門

右
に
記
し
た
「
辰
四
月
」
つ
ま
り
安
政
三
年
二
八
五
六
）
四
月
の
日
付
を
有
す
る
館
市
右
衛
門
の
文
書
は
、
利
光
仙
庵
が
出
版
し
板
木
を

右
牛
痘
書
、

成
下
候
哉
。
一

辰
四
月

右
天
文
方
江
御
掛
合
相
成
候
処
、
初
筆
之
引
痘
略
同
所
よ
り
一
応
主
膳
正
殿
江
伺
置
候
処
、
開
版
之
儀
者
先
ッ
見
合
候
様
可
及
挨
拶
旨

被
仰
渡
段
。
牛
痘
発
蒙
も
同
様
之
品
二
付
、
可
否
御
挨
拶
難
及
旨
、
同
十
二
月
山
路
弥
右
エ
門
殿
御
挨
拶
有
之
。
右
弐
部
共
開
板
売
弘
之

儀
者
難
相
成
段
可
申
渡
旨
被
仰
渡
。
草
稿
取
上
ケ
御
役
所
江
相
納
申
候
。

右
牛
痘
書
、
朱
書
難
相
成
類
被
仰
渡
茂
有
之
候
得
共
、
今
般
之
書
冊
天
文
方
改
判
有
之
上
者
兼
而
御
掛
合
済
之
通
御
手
限
御
差
図
可
被

成
下
候
哉
。
乍
去
為
御
見
合
去
ル
亥
年
御
贈
答
写
相
添
、
此
段
奉
伺
候
以
上
。

右
者
去
卯
四
月
中
、
作
者
よ
胴

差
出
し
御
差
図
奉
伺
候
申
出
候
。

但
嘉
永
四
亥
年
六
月
引
崔

同
九
月
牛
痘
発
蒙
壹
冊

魯
西
亜
牛
痘
全
書
売
弘
願
奉
伺
候
書
付

館
市
右
衛
門

一
魯
西
亜
牛
痘
全
書
弐
冊
松
平
伊
豆
守
殿
家
来
利
光
仙
庵
著
、
同
人
蔵
板

喜
兵
衛
地
借
書
物
問
屋
、
願
人
伊
八

去
卯
四
月
中
、
作
者
よ
り
天
文
方
改
済
蔵
版
之
処
、
此
度
願
人
方
江
引
受
売
弘
申
度
旨
、
同
所
改
判
有
之
草
槁
壹
冊
、
製
本
弐
冊

浅
草
茅
町
弐
町
目

引
痘
略
三
冊
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こ
の
井
戸
の
文
書
は
、
須
原
屋
伊
八
か
ら
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
の
出
版
販
売
の
願
い
が
町
年
寄
の
館
市
右
衛
門
に
出
さ
れ
、
そ
れ
が
当

方
に
廻
っ
て
き
た
。
か
ね
て
相
談
し
た
通
り
、
当
方
の
権
限
で
許
可
し
て
も
良
い
が
、
嘉
永
三
年
二
八
五
○
）
の
『
引
痘
略
』
や
『
牛
痘
発

蒙
」
の
先
例
も
あ
る
の
で
一
応
御
相
談
申
し
上
げ
る
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
奉
行
井
戸
対
馬
守
か
ら
の
質
問
に
対
す
る
天
文
方
山
路
弥
左
衛
門
の
回
答
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

有
し
て
い
る
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
の
二
冊
を
浅
草
茅
町
二
丁
目
の
須
原
屋
伊
八
が
印
刷
を
引
き
受
け
、
販
売
し
た
い
旨
の
願
出
で
あ
り
、

こ
の
書
は
既
に
天
文
方
の
検
閲
済
み
で
あ
る
が
、
検
閲
済
み
の
草
稿
一
冊
と
製
本
し
た
も
の
二
冊
を
添
え
て
提
出
し
、
出
版
販
売
の
可
否
に

つ
い
て
奉
行
所
の
指
図
を
受
け
た
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
願
出
に
関
連
し
て
、
亥
年
つ
ま
り
嘉
永
四
年
二
八
五
一
）
六
月
に
検
閲
し
、
販
売
が
不
許
可
に
な
っ
た
牛
痘
種
痘
関
連
の
書

冊
で
あ
る
難
波
立
悪
の
「
引
痘
略
』
と
桑
田
立
斎
の
「
牛
痘
発
蒙
」
に
関
す
る
文
書
の
写
し
を
添
付
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
引
痘
略
」
と

「
牛
痘
発
蒙
」
の
問
題
は
後
述
す
る
。

町
年
寄
の
館
市
右
衛
門
は
須
原
屋
伊
八
か
ら
の
『
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
出
版
販
売
の
願
い
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
旨
を
北
町
奉
行
所
の
井

戸
対
馬
守
に
報
告
し
回
答
を
求
め
た
。
井
戸
は
こ
の
言
が
翻
訳
害
で
あ
る
こ
と
か
ら
適
否
を
天
文
方
へ
問
い
合
わ
せ
た
。
そ
の
文
章
が
館
市

右
衛
門
の
文
書
の
前
に
見
ら
れ
る
の
で
左
に
記
す
。

右
者
松
平
伊
豆
守
家
来
利
光
仙
庵
著
同
人
蔵
板
致
候
処
、
此
度
朝
草
茅
町
弐
丁
目
喜
兵
衛
地
借
書
物
問
屋
伊
八
方
江
引
請
売
弘
度
旨
願

出
候
段
、
町
年
寄
館
市
右
衛
門
申
間
。
改
判
有
之
候
儀
二
付
、
兼
而
御
掛
合
済
之
通
、
拙
者
方
手
限
二
而
可
承
届
処
、
去
ル
亥
年
中
、
引

痘
略
、
牛
痘
発
蒙
開
板
之
儀
二
付
、
及
御
掛
合
候
節
、
御
挨
拶
之
趣
も
有
之
候
間
、
右
書
冊
相
添
一
応
及
御
掛
合
候

一
魯
西
亜
牛
痘
全
書
弐
冊

辰
四
月



御
書
面
魯
西
牛
痘
全
書
之
儀
二
付
、
委
細
御
掛
合
之
趣
承
知
仕
候
。
然
ル
処
、
昨
卯
年
利
光
仙
庵
よ
り
右
牛
痘
全
書
蔵
板
仕
度
趣
、
拙

０６４

著
共
迄
申
出
候
間
、
翻
訳
物
之
儀
二
付
、
其
節
猶
又
相
伺
候
処
、
蔵
板
不
苦
旨
被
仰
渡
候
書
之
儀
二
付
、
売
弘
二
相
成
候
而
も
不
苦
儀
与

存
候
。
且
引
痘
略
之
儀
者
開
板
之
儀
相
伺
候
処
、
見
合
候
様
被
仰
渡
候
二
付
、
牛
痘
発
蒙
之
儀
も
同
様
之
品
故
、
被
仰
渡
之
趣
を
以
其
節

及
御
挨
拶
儀
二
御
座
候
。
依
之
書
物
弐
冊
草
稿
共
返
却
、
此
段
及
御
挨
拶
候

辰
四
月
山
路
弥
左
衛
門

山
路
金
之
丞

９９９０
つ
ま
り
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
』
の
出
版
販
売
は
何
等
問
題
は
な
い
の
で
許
可
す
る
が
、
「
引
痘
略
』
に
つ
い
て
は
審
議
の
結
果
、
「
牛
痘
発

搗
蒙
」
と
同
様
に
出
版
販
売
を
許
可
し
な
い
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
な
お
右
の
山
路
金
之
丞
は
見
習
で
あ
っ
た
。

第港
以
上
二
一
つ
の
文
聿
自
に
よ
っ
て
須
原
屋
伊
八
に
よ
る
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
の
出
版
販
売
は
安
政
三
一
年
（
一
八
五
六
）
に
な
っ
て
許
可
さ
れ
た

４第
こ
と
が
立
証
さ
れ
、
事
実
「
安
政
二
年
新
刻
」
と
あ
る
安
政
版
に
は
、
写
真
①
に
示
す
よ
う
に
嘉
永
版
に
は
な
い
奥
付
が
あ
り
、
「
須
原
屋
伊

需
八
」
の
名
前
が
披
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
安
政
二
年
新
刻
」
と
あ
り
な
が
ら
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
許
可
と
な
っ
た
の
は
、
詳
細
は
知

》
ら
れ
な
い
が
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
版
木
を
準
備
し
た
が
、
実
際
に
許
可
を
う
る
の
に
時
間
を
要
し
て
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
至

日本医史学雑誌

八
」
の
名
前
が
披
見
』

ら
れ
な
い
が
、
安
政
一

つ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

右
に
述
べ
た
三
文
書
の
後
に
は
「
是
よ
り
見
合
書
類
」
と
題
す
る
井
戸
対
馬
守
と
天
文
方
の
山
路
弥
右
衛
門
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
文
言

が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
『
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
に
直
接
関
連
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
か
ら
左
に
示
す
。

最
初
に
張
り
札
が
あ
る
。
張
り
札
は
こ
の
文
書
の
宛
名
を
示
す
。
そ
れ
に
は

四
、
難
波
立
悪
の
「
引
痘
略
』
、
桑
田
立
斎
の
『
牛
痘
発
蒙
』
販
売
不
許
可
の
事
情
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難
波
立
思
の
『
引
痘
略
」
の
出
版
販
売
願
が
館
市
右
衛
門
か
ら
廻
さ
れ
て
き
た
が
、
医
書
で
あ
る
た
め
一
応
医
学
館
へ
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、
こ
の
本
は
蘭
害
で
あ
る
た
め
、
そ
の
出
版
販
売
の
適
否
を
判
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
の
返
答
が
あ
っ
た
。
出
版
販
売
を
許
可
し

て
も
良
い
と
考
え
る
が
、
書
冊
を
添
付
し
て
審
査
願
い
た
い
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。

こ
の
問
い
合
わ
せ
に
対
す
る
天
文
方
山
路
弥
左
衛
門
か
ら
の
返
答
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

御
書
面
増
補
訳
本
引
痘
略
の
三
冊
、
先
達
而
彫
刻
売
引
度
旨
、
書
物
屋
共
よ
り
願
出
候
二
付
、
医
学
館
江
御
問
合
之
上
、
猶
又
拙
著
方

江
御
問
合
之
趣
承
知
仕
候
、
右
者
全
く
藺
書
翻
訳
之
医
書
と
も
相
見
江
不
申
、
和
漢
西
説
種
痘
之
訳
柄
を
集
述
致
し
候
書
二
付
、
以
来
為

井
戸
対
馬
守
殿
山
路
弥
左
ヱ
門

井
戸
対
馬
守

と
あ
る
が
、
こ
の
張
り
札
と
文
書
の
内
容
に
よ
っ
て
、
最
初
文
書
は
北
町
奉
行
の
井
戸
対
馬
守
が
天
文
方
の
山
路
弥
左
ヱ
門
に
問
い
合
わ
せ

た
文
書
で
あ
り
、
そ
の
後
の
文
書
は
そ
れ
に
対
す
る
山
路
の
返
答
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

一
増
補
訳
本
引
痘
略
三
冊

備
前
津
高
郡
今
川
村

医
師
難
波
立
鳫
著
述

右
者
此
度
彫
刻
売
弘
度
旨
、
通
壹
町
目
久
兵
衛
店
書
物
屋
茂
兵
衛
紀
州
住
宅
二
付
、
店
預
り
人
弥
七
相
願
候
段
、
町
年
寄
館
市
右
衛
門

申
聞
候
間
、
医
学
館
江
問
合
候
処
、
藺
方
医
書
二
有
之
候
間
、
可
否
之
儀
、
難
及
挨
拶
旨
申
越
候
一
一
付
、
則
御
廻
シ
申
候
。
売
弘
申
付
不

苦
候
ハ
ハ
伺
不
及
手
限
二
而
可
承
届
与
存
候
。
依
之
書
冊
相
添
此
度
及
御
問
合
候
。

苦
候
ハ
ハ
伺

亥
六
月
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た
め
上
司
の
「
主
膳
正
」
つ
ま
鞆

と
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

右
の
文
書
の
後
に
「
牛
痘
発
一

右
の
井
戸
対
馬
守
か
ら
の
「
牛
痘
発
蒙
」
の
出
版
販
売
を
許
可
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
の
天
文
方
へ
の
問
い
合
わ
せ
に
対
す
る
天

文
方
山
路
弥
左
衛
門
の
回
答
は
左
の
通
り
で
あ
っ
た
。

御
言
面
西
洋
牛
痘
発
蒙
壹
冊
彫
刻
売
弘
之
儀
、
書
物
屋
共
願
出
候
二
付
、
売
弘
相
成
候
而
も
不
苦
哉
問
合
之
趣
承
知
仕
候
。
右
者
此
度

引
痘
略
開
板
之
儀
見
合
候
様
被
仰
渡
候
二
付
而
者
、
矢
張
同
様
之
品
二
付
、
開
板
売
弘
之
可
否
難
及
御
挨
拶
候
。
依
之
草
稿
壹
冊
返
却
。

心
得
一
応
主
膳
正
殿
江
伺
置
候

三
冊
返
却
。
此
段
及
御
挨
拶
候

亥
十
二
月

筒
井
紀
伊
守
内
桑
田
立
斎
著

右
彫
刻
売
弘
儀
通
旅
籠
町
五
人
組
持
店
書
物
屋
平
助
よ
り
相
願
、
草
稿
差
出
候
段
、
町
年
寄
館
市
右
衛
門
申
聞
候
間
、
売
弘
申
付
不
苦

候
ハ
ハ
不
及
伺
手
限
二
而
可
承
知
与
存
候
。
依
之
右
草
稿
相
添
此
段
及
御
問
合
候

此
段
及
御
挨
拶
候
。

亥
十
二
月
山
路
弥
左
衛
門

こ
の
文
書
の
趣
旨
は
難
波
立
恩
の
『
引
痘
略
」
は
純
粋
な
藺
害
の
翻
訳
で
も
な
く
、
和
漢
の
学
説
も
引
用
し
て
い
る
医
書
で
あ
り
、
念
の

め
上
司
の
「
主
膳
正
」
つ
ま
り
若
年
寄
の
大
岡
主
膳
正
忠
固
に
相
談
し
た
所
、
出
版
販
売
は
天
文
方
と
し
て
は
許
可
出
来
な
い
と
い
う
こ

一
西
洋
牛
痘
発
蒙
壹
冊

亥
九
月

応
主
膳
正
殿
江
伺
置
候
処
、
開
板
之
儀
者
先
見
合
候
様
可
致
挨
拶
旨
被
仰
渡
候
間
、
開
板
之
儀
者
先
見
合
候
様
存
候
。
依
之
草
稿

「
牛
痘
発
蒙
』
に
関
す
る
同
様
の
記
述
が
あ
る
の
で
左
に
引
用
し
て
お
く
。
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難
波
立
應
つ
ま
り
難
波
抱
節
に
は
『
散
花
新
書
」
な
る
著
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
郎
浩
川
の
「
引
痘
略
』
の
訳
に
西
洋
の
説
と

自
説
を
加
え
た
も
の
で
、
門
人
林
修
（
仲
徳
）
の
筆
記
に
な
り
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
肥
後
の
幼
幼
館
の
刊
行
に
な
る
付
録
一
巻
を
含
め

て
全
三
巻
の
書
冊
で
あ
る
。
現
実
に
難
波
の
『
引
痘
略
」
の
刊
本
が
存
在
し
な
い
の
で
即
断
す
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
立

悪
は
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
に
出
版
し
た
「
散
花
新
書
」
を
翌
嘉
永
四
年
（
一
八
五
二
に
自
説
な
ど
を
つ
け
加
え
て
書
名
も
「
引
痘
略
」

と
改
題
し
て
出
版
し
よ
う
と
試
み
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
「
増
補
訳
本
」
の
「
増
補
」
は
自
説
な
ど
の
追
加
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
立

雇
は
『
引
痘
略
』
と
原
著
の
題
名
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
藺
言
か
ら
の
翻
訳
で
な
い
こ
と
を
殊
更
強
調
し
よ
う
と
努
め
た
と
推
察
さ
れ
る
が
、

書
中
に
西
洋
と
東
洋
の
両
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
結
果
的
に
出
版
が
不
許
可
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
桑
原
立
斎
の
「
牛
痘
発
蒙
』
は
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
に
私
家
版
と
し
て
出
版
さ
れ
た
が
、
家
蔵
本
の
奥
付
に
は
、
発
行
日
の
記
載

な
か
っ
た
と
老
三
え
ら
れ
る
。

難
波
立
雇
の
『
引
痘
略
」
と
桑
田
立
斎
の
「
牛
痘
発
蒙
』
が
不
許
可
と
な
っ
た
理
由
は
、
天
文
方
の
文
書
を
読
ん
で
も
判
然
と
し
な
い
。

難
波
立
思
の
「
引
痘
略
」
は
「
増
補
訳
本
」
と
あ
る
が
、
岩
波
書
店
の
「
国
害
総
目
録
」
（
改
訂
版
）
や
手
許
に
あ
る
十
数
冊
の
各
大
学
や

施
設
の
古
医
書
目
録
中
に
も
『
引
痘
略
」
と
し
て
は
見
い
出
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
推
察
す
る
と
、
結
果
的
に
こ
の
本
は
そ
の
後
も
上
梓
さ
れ

亥
十
二
月
山
路
弥
左
ヱ
門

「
牛
痘
発
蒙
』
も
「
引
痘
略
』
と
同
様
の
書
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
、
出
版
販
売
が
不
許
可
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
両
文
面
に
よ
っ
て
、
「
三
」
の
「
『
市
中
取
締
続
類
集
』
に
現
れ
た
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
」
に
記
し
た
館
市
右
衛
門
の
文
書
中
の
『
引

痘
略
」
に
つ
い
て
の
文
面
の
意
味
が
よ
く
理
解
出
来
る
と
思
う
。

五
、
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
の
出
版
販
売
許
可
の
背
景
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は
な
く
、
書
騨
と
し
一

内
屋
喜
兵
衛
、
同
安
｛

記
述
さ
れ
て
い
る
。
川

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

右
に
述
べ
た
二
言
が
嘉
永
四
年
二
八
五
一
）
に
出
版
の
申
請
が
出
さ
れ
て
不
許
可
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
『
魯
西
亜
牛
痘
全
書
』
は
許

可
さ
れ
た
。
内
容
的
に
、
『
魯
西
亜
牛
痘
全
書
』
は
純
然
た
る
翻
訳
で
あ
り
、
訳
者
や
編
者
の
経
験
な
ど
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
お

い
て
他
の
二
言
と
少
し
異
な
る
の
で
あ
る
が
、
許
可
さ
れ
た
最
大
の
理
由
は
訳
者
が
馬
場
佐
十
郎
貞
由
で
あ
っ
た
こ
と
に
尽
き
る
と
思
う
。

言
う
ま
で
も
な
く
馬
場
は
幕
府
天
文
方
の
先
達
で
あ
り
、
翻
訳
さ
れ
て
約
三
十
年
の
時
が
経
っ
て
い
る
と
は
言
え
、
こ
の
先
達
の
訳
述
の
出

版
販
売
を
不
許
可
す
る
訳
に
は
い
か
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
逆
に
時
間
が
経
っ
て
い
て
も
、
馬
場
の
業
績
は
そ
れ
程
高
く
評
価
さ
れ
て
い

た
証
左
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

利
光
仙
庵
の
編
に
な
る
馬
場
佐
十
郎
訳
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
の
初
版
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
で
あ
る
と
す
る
説
が
一
部
に
あ
る
。
従

来
医
学
史
研
究
者
が
殆
ど
参
照
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
市
中
取
締
続
類
集
ｌ
耆
籍
部
ｌ
」
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
江
戸
の
北
町
奉
行
と
天

文
方
は
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
四
月
に
須
原
屋
伊
八
に
よ
る
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
全
二
巻
の
出
版
販
売
を
許
可
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
に
は
嘉
永
版
と
安
政
版
の
二
種
が
現
実
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
安
政
版
は
再
版
で
あ
り
、
嘉
永
三

年
に
出
版
さ
れ
た
の
は
少
部
数
の
初
版
で
あ
る
こ
と
と
す
る
著
者
の
従
来
の
説
が
補
強
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
に
『
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
は
天
文
方
の
出
版
許
可
が
得
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
蔭
に
は
訳
者
が
天
文
方
の
大

先
達
馬
場
佐
十
郎
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。

ﾛｰ

ﾉ、
、

結
書
騨
と
し
て
京
都
三
条
通
升
屋
町
の
出
雲
文
次
郎
、
同
寺
町
通
松
原
下
ル
の
勝
村
治
右
衛
門
、
大
阪
心
斎
橋
通
北
久
太
郎
町
の
河

衛
、
同
安
堂
寺
町
の
秋
田
屋
太
右
衛
門
、
江
戸
日
本
橋
通
壹
丁
目
の
出
雲
寺
萬
次
郎
、
同
芝
神
町
前
の
岡
田
屋
喜
七
の
七
害
騨
が

て
い
る
。
出
版
が
禁
止
さ
れ
た
理
由
も
首
肯
出
来
な
い
も
の
が
あ
る
。
幕
府
に
よ
る
藺
書
出
版
の
規
制
が
最
も
厳
し
い
時
期
で
あ

五
口

一
言
Ⅲ
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（
８
）
森
睦
彦
「
徳
川
幕
府
の
洋
学
害
の
翻
訳
出
版
規
制
」
緒
方
富
雄
編
『
藺
学
と
日
本
文
化
」
二
三
～
一
二
二
頁
、
東
京
大
学
出
版
社
、
東
京
、

（
７
）
森
睦
彦
「
幕
府
諸
機
関
の
記
録
に
現
れ
た
『
和
蘭
字
彙
』
の
出
版
経
過
」
、
「
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
」
一
七
五
号
、
一
～
八
頁
、
一
九

（
３
）
古
賀
十
二
郎
「
長
崎
洋
学
史
（
下
巻
）
」
三
○
九
～
三
一
三
頁
、
長
崎
文
献
社
、
長
崎
、
一
九
六
七
（
昭
和
四
十
二
年
）

（
４
）
松
木
明
知
『
北
海
道
の
医
史
」
七
五
～
一
○
六
頁
、
津
軽
書
房
、
弘
前
、
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
年
）

（
５
）
杉
本
っ
と
む
『
江
戸
の
翻
訳
家
た
ち
」
一
四
五
～
二
○
九
頁
、
早
稲
田
大
学
出
版
、
東
京
、
一
九
九
五
（
平
成
七
年
）

（
６
）
松
木
明
知
「
馬
場
佐
十
郎
訳
『
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
の
刊
行
に
つ
い
て
」
、
『
科
学
医
学
史
料
研
究
」
二
七
○
号
、
六
～
一
二
頁
、
一
九
九
七

（
２
）
中
川
五
郎
治
は
種
痘
害
を
二
冊
日
本
に
将
来
し
た
。
そ
の
中
の
一
冊
を
村
上
貞
助
が
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
の
所
に
持
参
し
、
そ
れ
を
偶
然
馬
場
佐
十

郎
が
見
て
全
文
を
写
し
て
、
そ
れ
を
用
い
て
馬
場
は
ロ
シ
ア
語
を
習
得
し
た
。
も
う
一
冊
の
種
痘
害
に
つ
い
て
は
近
く
論
考
を
発
表
す
る
予
定

（
９
）
宗
田
一
「
図
説
日
本
医
療
文
化
史
」
二
七
六
～
二
七
八
頁
、
思
文
閣
、
京
都
、
一
九
八
九
（
平
成
元
年
）

（
１
）
馬
場
佐
十
郎
「
遁
花
秘
訣
」
序
に
よ
る
。
現
在
筆
者
の
手
許
に
は
十
二
種
の
写
本
が
あ
り
、
近
く
こ
れ
ら
の
書
誌
学
的
研
究
を
発
表
の
予
定

参
考
文
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ノ、

五

で
十
の
↓
旬
。

で
あ
る
。

一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
年
）

（
平
成
九
年
）

（
昭
和
四
十
年
）

（
弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
）
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OntheCircumstancesofthePublicationofthel855Editionof

&&RoshiaGyutoZensho"(RussianVaccinationBook)

byAkitomoMATSUKI

Thereisareportthatthel850editionof"RoshiaGyutoZensho''(RussianVaccinationBook)translat-

edbvSaiuroBabaandeditedbvSen-anRikoisnotextantandthatthel855editionofthebookisthe

firstedition・Theauthorfoundanimportantdocumententitled"Shichu-TorishimariZokuruishu-

Shoseki-no-bu"attheNationalDietLibrary,whichincludesseveralofficialrecordsdescribingthe

publicationcircumstancesof"RoshiaGyuto-Zensho''issuedinl856.Thisdocumenthasscarcelybeen

referredtobvmedicalhistoriansbefore.Itreadsasfollows: "IhachiSubaraya,thepublisher,askedthe

magistrateofEdotopermithimtopublishandselltwovolumesofthetranslatedvaccinationbook

entitled::RoshiaGyutoZensho''in1856.Themagistrateconsultedthemembersofastronomydevision

oftheTokugawaShogunateconcerningitspossiblepublicationandgavefinallyasanctiontothe

publisheraftercarefulconsideration.

Thereisadescriptionintherecordswhichshowsthattwovolumesofthel850editionweresubmitted

forcheck,indicatingthatthel855editionisthesecondandl850editionisthefirstedition.Behindthe

situationregardingthegrantingofpermissiontothepublisherbytheShogunate,therewouldhavebeen

thefactthatSajuroBaba,thetranslatorofthebook,wasoneofthefoundersofthedivisionofastronomy

oftheShogunate.
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